
　　　　　このコーナーでは満4歳までの
　　お子さんを大募集しています。
おところ・おなまえ・☎番号・お子さんの
生年月日を記入のうえ、30字程度のコメン
トを写真に添えて『広報たこ』までお寄せく
ださい。
◆宛先：〒289-2292　多古町役場

　　　　広報　　  行

♠9月生まれの締切りは7月31日（木）です
♥10月生まれの締切りは8月29日（金）です
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斗ちゃんH18年7月4日生まれ〔坂並〕
「アンパンマンが大好き♥キャラクターの名前もいっぱい言えるョ」

多田　優
ゆみり

海ちゃん

H19年 7月
12日生まれ

〔柏熊〕

「ハイハイ
大好き♥今

日は

何処に行こ
うかなぁ !!

」

勝又　美
みもり

森ちゃん
H19年 7月10日生まれ
〔粟田〕

「そら豆大好き♥」

萩原　悠
ゆうと

人ちゃん（右）
H19年 7月17日生まれ

萩原　愛
あいか

香ちゃん（左）
H19年 7月17日生まれ
〔染井〕

「仲良くお散歩 !
外で遊ぶの大好き」

ecoエ コ

環境かるたるた
環境問題について、みんなで考えるコーナーです。今月が最終回となりました。
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環
境
問
題
』

わたしたちの周りには、ペットボトル、プラ
スチック類、紙類など、資源として再利用で
きるものがたくさんあります。捨てる前に
ちょっと確認してみてください。

「ロードキル」とは、住
む場所をなくした動物
たちが道路に飛び出し、
車にひかれてしまうこ
とです。自然環境を壊し
たのは、わたしたち人間
なのに…心が痛みます。

環境問題はすぐに解決できるものでは
ありません。皆さんの日ごろの努力と協
力が必要です。すぐに結果を求めず、時
間をかけて失われた環境を取り
戻しましょう。

ん
わ

ろ

「鎌倉で見つけた大きなわらじは片方が畳一枚くら
いありました。わらじの表面や生えている草は、細
い筆でいろいろな色を使って仕上げました」

内藤　愛
まなみ

実さん
中村小6年

『大きかったわらじ』

「遠足で防災センターに行きました。
画面に映った火を消す練習をしてい
るところで、ホースから出る水や人
物を丁寧に描きました」

柴田　優
ゆ か

花さん
中村小3年

『うまく火が消せた』

「現代産業科学館でカミナリの実験を見ました。左
側の鏡に映っている紫の光がカミナリです。電線
などの細かい部分を描くのが大変でした」

飯田　北
ほくと

斗さん
中村小3年

『カミナリ実験』

「修学旅行で一番印象に残った
長谷寺。背景にもこだわって、
山に咲く藤の花は平筆の先を
縦に使い、垂れている様子を
表現しました」

平山　菜
な つ み

都美さん
中村小6年

『みんなで和んだなごみ地蔵』
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